
 

横浜薬科大学 三つの方針（ポリシー） 
（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー及びアドミッション・ポリシー） 

 

横浜薬科大学は、学則第１条に『本学は、日本国憲法、教育基本法、学校教育法の規定するところに従

い、建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」を教育理念とし、広く知識を授けるとともに、深く

薬学に関する学術を研究教授し、臨床に関わる実践的能力を持つ人間性豊かな薬剤師および薬学の専門

知識と技術を備えた医薬品開発関連等の研究者・技術者を育成することを目的とする。これにより、学術

の深化と人類の福祉に貢献することを使命とする。』と謳っており、教育理念を踏まえ、目的と使命を実

現するために以下の三つの方針（ポリシー）を策定しています。 

 

○卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

本学の建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」を教育理念とし、深く薬学に関する学術を研究

教授し、薬学の中でも特に高い専門分野に集中・特化する教育を実施し、「個の医療」を担う実力を備え

た上での人の苦しみがわかる「惻隠の心を持つ薬剤師」及び「豊かな人間性と倫理観、国際感覚を兼ね備

えた人材」を育成するという目標を掲げ、教育を行っています。学科ごとの卒業認定・学位授与の方針は

以下に示すとおりです。 

 

6年制 健康薬学科・漢方薬学科・臨床薬学科 

「健康薬学科」、「漢方薬学科」あるいは「臨床薬学科」のいずれかに 6年間以上在籍し、本学科の教育目

標に沿って編成された授業科目を履修し、以下に記した能力及び姿勢に加え、所定の単位を修得した学生

に対して卒業を認定し、学士（薬学）の学位を授与します。 

 

①全学共通のカリキュラムの多面的履修を通して、基礎的な学習能力を養うとともに、人間・社会・自然

に対する理解を深め、薬学専門領域を超えて問題を探求する姿勢を身に付けていること。 

②学科・専攻における体系的な学習と学科を横断する学際的な実務実習・卒業論文研究等を通し、少子高

齢化した現代の多様な課題を発見、分析、解決する能力を身に付けていること。 

③６年間にわたる「講義」、「演習」での学びや、卒業論文等の作成を通して、知識の活用能力、論理的思

考力、課題探求力、表現能力、弱者の気持ちを理解したコミュニケーション能力を統合する力を身に付

け、自ら個性の伸展を図れること。 

④それぞれの学科においては、①〜③とともに薬剤師の基本的な資質に加えて、各学科独自の以下の専門

性を身に付けていること。 

【健康薬学科】運動・食・健康を基に、人の健康の維持や増進を考え、地域の医療や疾病の予防に貢献す

る能力 

【漢方薬学科】漢方薬の知識を修め、医療に寄与することを重視し、実践する能力 

【臨床薬学科】チーム医療で、専門的な薬物治療に関する能力や個々の疾患の特殊性に対応できる能力 

 

 



 

○教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

本学の建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」を教育理念とし、深く薬学に関する学術を研究

教授し、薬学の中でも特に高い専門分野に集中・特化する教育を実施し、「個の医療」を担う実力を備え

た上での人の苦しみがわかる「惻隠の心を持つ薬剤師」及び「豊かな人間性と倫理観、国際感覚を兼ね備

えた人材」を育成するという目標を達成するために、共通科目に加え、学科ごとに特色ある教育課程を編

成し提供しています。学科ごとの教育課程編成・実施の方針は以下に示すとおりです。 

 

6年制 健康薬学科・漢方薬学科・臨床薬学科 

薬学教育モデル・コアカリキュラムに基づく 6年制一貫の教育においては、低学年における導入教育、

一般教養教育、早期体験学習などの基礎教育に始まり、学年進行に伴い高度な薬学専門教育を順次性をも

って履修できるよう配置されています。また、病院・薬局における実務実習、卒業研究及び課題解決型講

義など自ら課題を発見し問題解決を実行できる力、自ら自己研鑽できる力及びコミュニケーション力を

育成する科目に加え、より専門性の高い薬剤師教育を目指すため、それぞれの学科においては、以下のよ

うな特色ある教育課程を提供しています。成績評価は、科目の特性に応じて適切かつ多様な評価方法を設

けています。 

 

【健康薬学科】高齢化社会と慢性・難治性疾患の増加の中で、運動・食・健康を基に、人の健康の維持や

増進を考え、地域の医療や疾病の予防に貢献することにより、社会の要望に応じられる薬剤師を育成する

ため、予防医療、食品科学、健康科学及び環境科学における卓越した知識や技能に関する教育課程 

 

【漢方薬学科】創薬を取り巻く科学と技術の進歩の中で、疾病の予防・診断・治療に必須な創薬研究への

挑戦に加え、漢方薬の知識を修め、医療に寄与することを重視し、実践することにより、社会の要望に応

じられる薬剤師を育成するため、これまでの薬学における基礎・専門教育に留まらず、創薬専門領域及び

漢方専門領域の教育課程 

 

【臨床薬学科】チーム医療で薬剤師の能力を発揮し、また個々の疾患の特殊性に対応できる能力の実践

を目指し、医療現場の要望に応じられる薬剤師を育成するため、薬の適正使用・薬物療法に加え、医療現

場で求められる教養・情報・医療倫理・チームワークなど、医療人を目指して学ぶ自覚と責任感及び医療

人としての態度を醸成させる教育課程 

 

○入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

6年制 健康薬学科・漢方薬学科・臨床薬学科 

建学の精神に基づく教育理念と目標を達成するために、入学試験にあたっては学力だけではなく、以下

のような資質と意欲を持つ入学者を受け入れたいと考えています。また、惻隠の心は患者個々に対して、

人々の健康を維持し罹患を防ぐ心から始まり、自然の恵みを最大限に活かした早期の治療、そして人類の

叡智と最新技術による治療に発展します。この３つの段階を意識し、健康薬学科、漢方薬学科及び臨床薬

学科の三学科を設け、個の医療に対する様々な学生の志を受け入れることに留意しています。 



 

 

①本学の建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」を理解し、将来、薬剤師として医療に貢献する

情熱を持つ人 

②人々の健康や薬の適正使用に関心を持ち、医療や健康に関わる分野での活躍を強く望む人 

③薬学を修めようという強い決意と意欲を備える人 

④それぞれの学科においては①～③に加え、 

健康薬学科においては運動・食・健康を基に、人の健康の維持や増進を考え、地域の医療や疾病の予防

に貢献したいと思う人 

漢方薬学科においては漢方薬の知識を修め、医療に寄与することを重視し、実践したいと思う人 

臨床薬学科においてはチーム医療で、専門的な薬物治療に関する能力や個々の疾患の特殊性に対応し

たいと思う人 

 


